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展
さ
せ
ら
れ
る
。

山
口
（
上
五
島
高
校
）
第
１
問
問
６
で

は
、
地
理
で
学
ん
だ
知
識
や
概
念
を
森

林
火
災
の
要
因
分
析
、
人
間
生
活
と
の

関
係
性
へ
応
用
す
る
場
面
を
想
定
し
た

問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、
常
識
的
な
知

識
や
文
脈
で
解
答
で
き
る
可
能
性
も
あ

る
た
め
、
よ
り
地
理
的
な
文
脈
で
解
答

さ
せ
る
よ
う
に
深
化
し
て
い
く
必
要
を

感
じ
る
。

首
藤
（
広
島
井
口
高
校
）
第
２
問
問
１

は
都
道
府
県
別
人
口
と
就
業
者
数
の
散

布
図
か
ら
、
各
産
業
の
グ
ラ
フ
を
選
ば

せ
る
設
問
。
小
売
業
が
人
口
に
比
例
す

る
こ
と
、
農
林
業
は
大
都
市
で
少
な
く

な
る
こ
と
な
ど
、
産
業
の
各
内
容
を
活

用
し
つ
つ
、
資
料
の
特
徴
を
読
み
取
っ

て
組
合
せ
を
考
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
良
問
。

後
藤
（
佐
倉
高
校
）
第
１
問
は
、
会
話

文
や
内
容
を
ま
と
め
た
カ
ー
ド
を
多
用

し
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
習
活
動
を
演

出
し
な
が
ら
作
問
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

で
も
新
学
習
指
導
要
領
を
意
識
し
た
出

題
が
見
ら
れ
た
。
特
に
問
６
の
森
林
火

災
は
、
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
り
意
義

深
い
。
対
し
て
第
２
問
は
、
図
表
を
多

用
し
て
地
理
的
思
考
力
を
問
う
傾
向
が

顕
著
で
あ
っ
た
。

（
鳥
取
県
立
鳥
取
西
高
等
学
校
）

二　
紙
上
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

以
下
、
自
由
参
加
形
式
で
意
見
交
換

し
た
も
の
を
要
約
し
て
報
告
す
る
。

宅
島
（
広
島
大
・
院
） 

第
１
問
Ａ
パ
ー

ト
で
は
土
砂
災
害
に
つ
い
て
、地
形（
問

１
）、
気
候
（
問
２
）、
人
間
活
動
（
問

３
）
と
い
う
視
点
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
探
究
の
視
点
は
、
普

段
の
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
も
参
考
に

な
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
視
点
を
有
機

的
に
結
び
つ
け
た
探
究
へ
の
発
展
も
で

き
る
。

蒼
下
（
下
関
南
高
校
） 

第
１
問
の
多
く

は
授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
基
に
考
察
す

る
基
本
的
な
問
い
で
あ
る
が
、
問
３
と

問
６
で
は
資
料
を
基
に
背
景
等
を
推
論

的
に
考
察
さ
せ
る
応
用
的
な
出
題
も
あ

り
、
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
。
第
２
問
は
系

統
的
な
出
題
構
成
で
、
問
２
は
モ
デ
ル

と
な
る
条
件
に
合
わ
せ
て
推
論
的
に
考

察
す
る
力
を
問
う
等
、
応
用
的
な
思
考

力
を
求
め
て
い
る
。

井
上
（
川
崎
高
校
） 

第
２
問
問
６
は
国

ご
と
の
訪
日
観
光
客
の
差
異
を
問
う
問

題
。
観
光
人
客
数
が
多
く
「
爆
買
い
」

が
目
立
つ
中
国
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は

日
本
か
ら
遠
距
離
に
あ
り
、
客
数
は
少

な
い
が
長
期
滞
在
す
る
傾
向
を
読
み
取

る
。
デ
ー
タ
か
ら
来
日
目
的
の
違
い
や

滞
在
地
の
違
い
な
ど
様
々
な
授
業
へ
発

立
地
論
、
問
３
は
市
場
か
ら
の
農
地
別

の
距
離
、
問
４
は
産
業
立
地
、
問
５
は

輸
出
依
存
度
、
問
６
は
訪
日
観
光
客
の

旅
行
消
費
額
を
問
う
設
問
で
あ
る
。
本

大
問
で
も
第
１
日
程
と
同
様
に
、
立
地

論
を
モ
デ
ル
化
し
た
問
題
が
出
題
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
理
論
や
モ
デ
ル
の
理

解
を
問
う
出
題
が
予
想
さ
れ
る
。
配
点

20
点
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
題　
問
３ 　
９ 

　

第
２
問
の
問
３
は
、
問
１
と
同
様
に

各
都
道
府
県
の
人
口
数
や
距
離
と
他
の

統
計
要
素
と
の
相
関
関
係
を
読
み
取

り
、
分
布
の
規
則
性
と
傾
向
性
を
見
出

す
設
問
で
あ
る
。
農
業
の
種
類
に
よ
っ

て
、
市
場
か
ら
の
距
離
に
違
い
が
あ
る

と
す
る
問
２
と
も
関
連
し
て
い
る
。
問

２
で
は
原
理
原
則
の
理
解
を
踏
ま
え
つ

つ
、
問
３
で
は
現
実
の
立
地
傾
向
を
読

み
取
っ
て
、農
業
の
特
性
か
ら
判
断
し
、

野
菜
は
市
場
と
の
近
接
性
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
を
判
断
す
る
。
論
理
的
思
考
力

と
と
も
に
、
散
布
図
か
ら
相
関
関
係
の

読
み
取
り
を
試
す
良
問
で
あ
る
。

一　
第
１
問

　
「
世
界
の
自
然
環
境
と
災
害
」
か
ら

６
問
が
出
題
さ
れ
た
。
２
パ
ー
ト
構
成

で
、
Ａ
パ
ー
ト
で
は
土
砂
災
害
と
人
間

活
動
、
Ｂ
パ
ー
ト
で
は
森
林
の
分
布
と

災
害
に
つ
い
て
資
料
を
読
み
取
っ
て
理

由
を
考
察
す
る
出
題
で
あ
っ
た
。
探
究

活
動
や
特
別
授
業
の
場
面
設
定
で
大
問

が
展
開
さ
れ
た
。
配
点
20
点
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
１
題　
問
３ 　
３ 

　

第
１
問
の
問
３
は
、
紀
元
前
四
千
年

前
か
ら
現
在
ま
で
の
時
間
軸
に
お
け
る

黄
河
の
土
砂
流
出
量
の
変
化
か
ら
、
そ

の
背
景
と
影
響
の
論
理
的
理
解
を
問

う
設
問
で
あ
る
。
カ
ー
ド
文
の
前
後
の

関
係
の
論
理
的
正
し
さ
を
判
断
さ
せ
て

い
る
。
具
体
的
な
事
象
を
暗
記
す
る
の

で
は
な
く
、「
な
ぜ
、
そ
う
な
る
の
か
」

も
含
め
て
推
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
。

第
２
問

　
「
産
業
と
貿
易
」
か
ら
６
問
が
出
題

さ
れ
た
。
第
２
問
は
問
１
が
都
道
府
県

別
の
産
業
別
就
業
者
数
、
問
２
が
農
業

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
探
求 
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Ｂ
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